
令
和
６
年
１
月
１
日　

発
行
所　

方
便
山
善
立
寺　

塩
尻
市
広
丘
野
村793-1

　

電
話0263-53-2645　

発
行
・
編
集
：
善
立
寺

編

集

後

記
　

　
最
近
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州

ま
で
様
々
な
と
こ
ろ
で
お
話
を
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
先
日
は
な
ん

と
福
岡
県
の
若
い
神
主
さ
ん
た
ち
に
向

け
て
講
演
を
し
ま
し
た
。
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
た
び
、
全
国
に
は
熱
意
あ

る
お
坊
さ
ん
や
神
主
さ
ん
が
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
私
も
勇
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら

八
五
○
年
の
歴
史
も
今
日
一
日
か
ら

副
住
職

2024 年の回忌法要早見表
1 周忌 令和  5 年 (2023) 没
3 回忌 令和  4 年 (2022) 没
7 回忌 平成 30 年 (2018) 没

13 回忌 平成 24 年 (2012) 没
17 回忌 平成 20 年 (2008) 没
23 回忌 平成 14 年 (2002) 没

※休日は混み合いますので、お早めにご相談下さい。

④吉水講詠唱奉納大会　善光寺大本願　④吉水講詠唱奉納大会　善光寺大本願　

盆
大
施
餓
鬼
法
要

　
７
月
28
日
、
当
山
最
大
の
年
中
法
要
、

盆
大
施
餓
鬼
法
要
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
に
他
寺
院
の
正
副
住
職
様
が
多

数
参
加
し
て
の
法
要
と
な
り
ま
し
た
①

薬
師
・
観
音
例
大
祭

　
11
月
４
日
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
縮
小
し
て

い
た
薬
師
・
観
音
例
大
祭
を
再
開
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
は
副
住
職
の
法
話
と
二
胡

奏
者
野
田
裕
子
氏
の
「
心
に
響
く
二
胡
の

演
奏
」。
４
年
ぶ
り
に
一
般
参
加
者
も
多

数
参
加
し
、
秋
の
夕
暮
れ
、
本
堂
に
響
く

二
胡
の
音
色
に
癒
や
さ
れ
ま
し
た
。
久
し

ぶ
り
の
満
堂
、
大
勢
の
ご
参
加
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
②

檀
信
徒
役
員
研
修

11
月
23
日
、
檀
信
徒
会
会
役
員
研
修
と
し

て
大
本
山
善
光
寺
大
本
願
に
お
参
り
し
ま

し
た
。
大
本
願
副
住
職
鷹
司
誓
栄
上
人
に

ご
垂
示
を
い
た
だ
き
、
職
員
の
方
に
宝
物

館
で
善
光
寺
の
歴
史
等
を
説
明
い
た
だ

き
、
学
び
の
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
③

吉
水
講
詠
唱
奉
納
大
会　

11
月
29
日
、
吉
水
講
詠
唱
奉
納
大
会
が
善

光
寺
大
本
願
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
山

御
詠
歌
隊
は
「
冬
の
御
詠
歌
」
を
奉
納
い

た
し
ま
し
た
④

本
堂
会
館
の
修
理
修
繕

　
本
年
度
よ
り
本
堂
会
館
の
修
理
修
繕
を

始
め
ま
し
た
。
第
一
期
工
事
は
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
は
次
年
度
総
会
資

料
に
記
載
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
多
大

な
る
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
貢
献
活
動

　
当
山
で
は
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
様
々

な
団
体
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

・
お
て
ら
お
や
つ
ク
ラ
ブ

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
お
供
物
の
一

部
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
様
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

・
公
益
社
団
法
人
ハ
タ
チ
基
金

　

大
震
災
被
災
児
へ
の
教
育
支
援
活
動

・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

　

病
児
保
育
や
障
害
児
保
育
、
特
別
養
子

縁
組
へ
の
支
援
活
動

・
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

　
発
展
途
上
国
に
絵
本
を
届
け
る
活
動

・
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

発
展
途
上
国
の
児
童
教
育
活
動

・
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会

　
難
民
へ
の
人
道
支
援

善立寺公式サイト：https://zenryuji-jodo.com

【
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
】

感
染
症
予
防
の
た
め
、
今
後
の
行
事
に
つ
い
て
、
縮
小
・
変
更
な
ど
の
可
能
性
が
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
際
は
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②棚参り③檀信徒役員研修　善光寺大本願③檀信徒役員研修　善光寺大本願

今年は浄土宗開宗８５０年

浄土宗  方便山 香蓮院 善立寺

香 蓮
2024 WINTER

大本山善光寺大本願 /本誓殿

こうれん

No23
令和６年 冬

令
和
五
年
下
半
期
の
活
動

①施餓鬼法要　法話瑠璃光寺關恒明上人①施餓鬼法要　法話瑠璃光寺關恒明上人②薬師・観音例大祭　二胡演奏②薬師・観音例大祭　二胡演奏



展示のみどころ
　法然上人が 1175 年に浄土宗を開いて今年

で 850 年です。浄土宗開宗 850 年を記念し

て、浄土宗各派・寺院の協力により実現した浄

土宗美術の全てを観覧できる史上初の展示会が

行われます。重要文化財の「源智上人造立阿弥

陀如来立像」（右頁）や「選
せんちゃくほんがんねんぶつしゅう

択本願念仏集」な

ど法然上人にちなんだ資料をはじめ、国宝・重

要文化財を多数含む文化財が一堂に集結しま

す。特に国宝「織
つづれおりたいままんだら

當麻曼陀羅」「阿
あ み だ に じ ゅ う ご

弥陀二十五

菩
ぼ さ つ ら い こ う ず

薩来迎図」など普段は博物館や全国の寺院で

個別に保管・展示されている浄土宗ゆかりの美

術品を一挙に見ることができるまたとない機会

となっております。ぜひ、ご観覧ください！

東京・京都・福岡の
国立博物館にて
特別展
『法然と極楽浄土』

が始まります
写真提供　浄土宗

国重要文化財
源
げんちしょうにんぞうりゅうあみだにょらいりゅうぞう
智上人造立阿弥陀如来立像

浄土宗開宗850年記念

浄土宗の至宝が一堂に集結！

特別展
『法然と極楽浄土』
〜開催情報〜

東京展
会場：東京国立博物館　平成展

令和6年4月16日（火）
〜6月9日（日）

京都展
会場：京都国立博物館平成知新館

令和6年10月8日（火）
〜12月1日（日）

福岡展
会場：九州国立博物館

令和7年10月7日（火）
〜11月30日（日）

特設サイト
特別展の最新情報はこちら

https://tsumugu.yomiuri.co.jp/honen2024-25/

「法然と極楽浄土」で検索！

画像出典：「法然と極楽浄土」特設サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/honen2024-25

源智上人造立阿弥陀如来像納入品 写真提供：浄土宗　

会場となる上野の東京国立博物館



　
皆
さ
ま
が
「
善
光
寺
」
と
聞
い
て
思

い
浮
か
ぶ
あ
の
お
寺
、
実
は
日
本
の
ど

の
宗
派
に
も
属
さ
な
い
単
立
の
寺
院
で

あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
善
光
寺
は
天
台
宗
の
「
大だ

い
か
ん
じ
ん

勧
進
」
と

浄
土
宗
の
「
大だ

い
ほ
ん
が
ん

本
願
」
の
二
つ
の
寺
院

が
共
同
で
護
持
し
て
い
る
と
て
も
珍
し

い
お
寺
で
す
。
今
回
は
善
光
寺
を
護
持

し
て
い
る
お
寺
で
あ
り
う
、
浄
土
宗
大

本
山
で
も
あ
る
「
善
光
寺
大
本
願
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
「
善
光
寺
大
本
願
」
は
浄
土
宗
に
お

い
て
は
全
国
に
七
つ
し
か
な
い
大
本
山

の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
一
四
〇
〇
年
以

上
の
歴
史
が
あ
る
日
本
最
古
に
属
す
る

寺
院
で
も
あ
り
ま
す
。
お
寺
を
開
い
た

の
は
蘇そ

が
の
う
ま
こ

我
馬
子
の
娘
で
あ
り
聖
徳
太
子

の
妃
、
尊
光
上
人
と
さ
れ
、
そ
の
後
は

代
々
皇
族
と
縁
が
深
い
尼
公
上
人
（
尼

僧
様
）
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
江
戸
か
ら
明
治
期
に
か
け
て

座
し
た
第
一
一
七
世
誓せ

い
え
ん圓
尼
公
上
人
は

明
治
維
新
の
際
、
皇
族
還
俗
の
政
令
や

廃
仏
毀
釈
の
激
動
の
な
か
に
あ
っ
て
も

な
お
尼
僧
と
し
て
お
寺
に
留
ま
り
、
善

光
寺
を
護
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
第
一
二
一
世
、
鷹

た
か
つ
か
さ
せ
い
ぎ
ょ
く

司
誓
玉

大
僧
正
台
下
が
善
光
寺
大
本
願
を
お
守

り
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
来

よ
り
弱
者
救
済
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
現
在
も
様
々
な
事
情
で
親
元
を
離

れ
て
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
乳

児
院
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
善
光
寺
大
本
願
で
は
毎
年
春
に
法
然

上
人
御
忌
大
会
（
法
然
上
人
の
年
忌
法

要
）
や
秋
に
は
吉
水
講
詠
唱
奉
納
大
会

が
行
わ
れ
、
長
野
県
の
浄
土
宗
僧
侶
や

檀
信
徒
が
大
勢
お
参
り
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
宝
物
館
に
は
鎌
倉
時
代
の
善

光
寺
大
伽
藍
の
模
型
、
国
重
要
文
化
財

の
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
や
明
治
維
新
の

廃
仏
毀
釈
の
際
に
戸
隠
か
ら
疎
開
し
た

木
造
の
聖
徳
太
子
立
像
、
皇
室
関
連
で

は
明
治
・
大
正
天
皇
陛
下
の
礼
服
を
は

じ
め
、
皇
女
和
宮
様
が
愛
用
さ
れ
た

品
々
な
ど
を
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
善
光
寺
参
り
の
折
り
に
は

ぜ
ひ
善
光
寺「
大
本
願
」に
も
立
ち
寄
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
参
拝
に

つ
い
て
ご
不
明
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

善
立
寺
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

大
本
山 

善
光
寺
大
本
願

浄
土
宗
七
大
本
山
の
ひ
と
つ

御忌大会　中央・緋色の法衣が鷹司誓玉大僧正台下

御忌大会では参道でお練り行列も行われます

令和５年秋の吉水講詠唱奉納大会の模様

歴史的背景から善光寺大本願の寺紋は菊花紋章

参道左手の菊花紋章の門が目印

善光寺周辺地図

善光寺大殿
北

南

仁王門の手前
八幡屋礒五郎・サンクゼールがある
「善光寺」交差点の一角にあります

ココ

大本山善光寺大本願



善立寺はWEBも LINEも便利

インタビュー記事や作法についても
お坊さんへのインタビュー記事や御十念の
唱え方、合掌の仕方をまとめた記事も掲載
中！

年忌法要のお申し込みもWEBから！
年忌法要のお申込みや連絡先変更もWEB
フォームから。改葬許可申請もできるよう
になりました。法要準備チェックリストも。

https://zenryuji-jodo.com

　お地蔵さんはお釈迦様が亡くなってか
ら、弥

み ろ く ぼ さ つ
勒菩薩が現れるまでの間、人々が

迷わないよう導き護る菩薩（仏になる修
行をしている人）です。
　お地蔵さんが護る世界は私たちがいる
人間界だけでなく、仏教の六つの世界、
六道（天・人・修羅・餓鬼・畜生・地獄）
に及びます。その六つの世界、全てにい
る者を導くことを表すため、六体のお地
蔵さん『六地蔵』として祀られることが
多いんです。

　また、どの世界にあっても救いの手を
差し伸べることから子どもの守護・救済
としてお祀りすることもあります。さら
に人々を迷わず導くことから、日本の道
祖神信仰と合わさり、辻や町の境界にも
数多く祀られているため、私たちにとっ
て最も馴染み深い仏像かもしれません。
　町でお地蔵さんを見つけたときはどの
ような由縁でそこに祀られているのかを
想い、手を合わせると一層心のこもった
味わいの深いものになると思います。

善立寺 LINE公式アカウントできました
法事の予約や質問・ご相談もお気軽に

お友達登録はこちらから→

@199ergga

WEBサイトも更新中！

Qお地蔵さんは
なぜ６人いるの？

登録者１００名突破！

教えて和尚さん＼善立寺の注
し め な わ

連縄作り／
善立寺の注連縄は檀信徒会役員の皆さまによる手作りです。

今回はその制作過程をご紹介します！

ワラすぐり

ワラ編み

飾り付け

近年、注連縄を制作できるお寺が非常に少なくなっています。
そんな中、善立寺は役員の皆さまはじめ

多くの檀信徒の方々のご尽力により注連縄制作を続けられています。
皆さまのご協力誠にありがとうございます。

幕張りとともに、注連縄を飾ります。

水にさらしたワラの余分な葉や茎を
専用の器具ですいていきます。
ワラはお檀家様がご用意してくだ
さったもの。

数人一組で注連縄を編んでい
きます。チームワークと力の
いる作業です。


